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研究成果の概要（和文）：本研究はＥＦＬでの環境を念頭において、大学でのライティング授業のためのフィードバッ
クのあり方を研究してきた。アカデミックライティングに対するフィードバックには「内容・構成」面と「語彙・文法
」の両面が必要であり、学生も教員フィードバックを期待しており、特に「語彙」へのフィードバックを必要としてい
る学生が多いことが分かった。現場教員のフィードバックを質的手法で分析した成果を国際学会および国際誌において
発表を行った。またオンラインラインのライティング練習ツールを使用する際の教員の指導やフィードバックのあり方
も別の国際学会で発表し論文にまとめ、現在論文の審査を受けている。

研究成果の概要（英文）：The study focused on written feedback to students' English texts in an EFL context
. We found that both feedback on content and grammar are equally important to EFL students. Our research a
lso revealed that students particularly expected feedback on vocabulary use. EFL teachers' feedback commen
ts were analyzed quantitatively and the results were presented at an international conference, and the res
ults were also published in a refereed journal. Further, a comparison between automated writing evaluation
 and human evaluation was conducted, with some teaching implications suggested when using an online writin
g practice tool outside of the classroom. The outcome of the study was presented at another international 
conference and the paper of the study is currently being reviewed.
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１．研究開始当初の背景 

フィードバックの研究は、学習者のライテ

ィング力発達に影響を及ぼす観点から、その

有効性と疑問点が両方指摘されてきた。まず、

有効性については、プロセス・ライティング

のアプローチから教員のフィードバックは

最終原稿の質的向上に欠くことができない

という考え方がある。また、第二言語習得論

から、教員が文法などの間違いを指摘するこ

とにより、学習者の言語修得発達促進が期待

される。さらに社会言語学の見地からは、教

員が｢読者｣として学習者のライティングに

接することで、学習者が自分のライティング

を第三者の視点を踏まえて客観的なライテ

ィングを構築することができると言われて

いる。このようなフィードバックの可能性を

ＥＦＬで有効に活用するために体系的な検

証と考察が必要とされていた。 

 

２．研究の目的 

英語ライティングにおいて、教員が学生の

草稿へ記述コメントをつける、“フィードバ

ック”と呼ばれる指導法は、学習者の最終原

稿の質的向上のために大変重要な役割を果

たすと考えられている。英語学習者にとって、

ライティング練習は最も孤立した学習にな

りがちであるが、教員が学習過程にフィード

バックという形で介入することで相互のコ

ミュニケーションが生まれ、学習者は言語能

力の発達だけでなく、社会的な関わりの中で

自発的な発信能力を育成することも期待さ

れる。本研究は、教員による学習者のライテ

ィングに対する記述フィードバックが、学習

者のライティング力にどのような影響を及

ぼすかを検証したものである。 

 

３．研究の方法 

Ｉ：日本の大学におけるライティング授業の

中で、日本人および英語ネイティブ教員の学

生のライティングへの記述フィードバック

を収集した。収集した教員フィードバックデ

ータを下記の言語学的見地により分類した。 

（１）内容・展開 

（２）構成 

（３）文法 

（４）語彙 

（５）綴り・句読点など 

その後、（２）の構成に焦点をあててアカ

デミックライティングの重要な評価観点で

ある「結束性」（cohesion）について質的研



究のアプローチであるグランディッドセオ

リーアプローチを用いて分類していった。さ

らに、より分析の信頼性を高めるために、実

際に記述フィードバックを行った日本人・英

語ネイティブ教員からフォーカスグループ

として、日本人教員２名、英語ネイティブ教

員３名の記述フィードバックに対するイン

タビューを行った。 

ＩＩ：オンラインライティング学習ツールで

あるCriterionを教室外の自主学習として使

用し下記のように２つをグループ（各６名ず

つ）をつくり、クラスルームリサーチを行っ

た。 

（１）教員からのフィードバックあり 

（２）教員からのフィードバックなし 

まず、Criterion のライティング評価と教

員とのライティング評価の相関分析を行っ

た。 

さらに、教員側がレトリック面を評価する

ために分析的評価ルーブリックを用いて、

Criterion の総合評価と比較した。これは、

授業外でオンラインライティング学習を活

用するために、具体的なフィードバックポイ

ントを検証するためであった。 

 

４．研究成果 

３年間の研究の中で、国際誌に論文を１本、

国際学会において２回の口頭発表を行った。

自主学習としてオンラインライティング練

習ツールを取り入れた際の教員フィードバ

ックを論じた論文を国際誌に送付しており

現在審査を受けている。なお、当該論文はす

でに国際学会で発表されている。 

３年間の研究からＥＦＬの学習環境での行

われる記述フィードバックは主に下記の２

点が提言できる。 

（１）学習者に教員のフィードバックを理解

させて、自らのセルフフィードバックにつな

げさせるためにも、教員から受けたフィード

バックをどのように受け取ったかを学習者

に記録させていくことが必要である。 

学習者の「気づき」を促すことで、より主体

的にフィードバックを受け止めることがで

き、さらに教員が学習者の記録を確認するこ

とで、自らのフィードバックをより学生にと

って有効なものにするための参考資料とも

なる。 

 

（２）学習者のライティング練習は授業外で

も奨励されなくてはならない。オンラインラ



イティング学習ツールなどを使用すること

は効率的であるが、教員のフィードバックも

おもに「レトリック面」に焦点をあてて行う

べきであり、それが学習者の「読者の目」を

育成することにつながる。 
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